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２代目センター長としての所感を述べるよう

にとの編集子の要請ではあるが，そんな改まっ

た抱負など持って就任したわけではないし，そ

れに４月から息つく間もないような仕事の波を

かき分けているみたいな日々で､，すでに新鮮な

感慨もないが，第２次調査隊を送り出したとこ

ろで,駄文を草して責めを果しておこう。

まず触れたいことは，発足の頃センター専任

教授２名，助手１名それに全学の兼務教官も３０

名だけのささやかな世帯だったのが，１．５年し

か経ないのに教授４名，助手１名，事務主任１

名と倍増し，兼務教官にいたっては90名を数え

るようになったことである。今年のフィジー，

ソロモン調査隊結成には参加希望が予定数を越

え研究分野も拡大して，大きな研究上の戦力を

もたらしている。昨年度以上の各分野で､の研究

成果が期待されよう。

この調査隊編成の豊待色として研究課題が人文，

社会，自然，医学など多様であることとならん

で，大学院生から熟年教授まで約40才の厚い巾

感

岩切成郎（南海研センター長）

を持った年令構成であることだろう。船内生活

や野外調査ではいつも思いがけない突発事があ

るが，同じ釜の飯の仲間として年令差をこえた

信頼や友情で，共同の目的が達成されて行くも

のであって，私はこの点では楽天的である。

さてセンターが現在かかえている問題にも触

れておこう。それは先ず自前の専用研究室，事

務室を持たず本部棟に間借りしている施設面の

不便さと，活発な研究発表の出版費増大に対･応

できない予算上の弱体ぶりであるが，これらの

事態は関係各位の協力によって漸次解決されて

行くにちがいない。

最も基本的な努力目標は，ここ数年のうちに

学部での個々･の講座や学科雲では機能上はたせな

いような，総合的で創造的な独自の成果を積み

上げてセンターの将来を確立することであろう。

ことに強調したいことは，自然環境と人間生活

との調和ある発展をめざした調査研究を東南ア

ジアから南太平洋に連なる地域で､実現して行き

たい念願である。
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ＵＳＰとの研究交流について

鹿児島大学と南太平洋大学（TheUniversity

oftheSouthPacific,ＵＳＰ）との間における

研究交流等に関する合意書の調印式が昭和57年

７月21日㈹に鹿大学長室においておこなわれた。

ＵＳＰは南太平洋地域の11ヵ国による共同出資

により1968年に創立された国際的な総合大学で

あり，その本部キャンパスはフイジーのスバに

おかれている。ＵＳＰに参加しているのは以下

の国で､ある。トンガ，西サモア，キリバス，ソ

ロモン，クック，ヴァヌアツ，ニウエ，ナウル，

ツバル，トケラウおよび､フィジー。現在ＵＳＰ

は各学部の他にいくつかの研究所を併設してい

るが，そのうちのひとつ海洋資源研究所(Insti‐

tuteofMarineResources,ＩＭＲ）と鹿大水産

学部はここ数年来，学術情報の交換や共同研究

などを中心とした交流をおこなってきた。南海

研センターとの関係は昨年３月に中尾佐助教授

(南海研センター初代センター長）と蟹江松雄

前学長がＵＳＰを訪問し，その後南海研センタ

ーの第１回特定研究がフイジーでおこなわれた

際にＵＳＰ側の全面的な協力を得たことに始ま

る。以上のような両大学間のいきさつがあって

この度の研究交流の合意書の調印にいたった。

調印式にはＵＳＰ側からブロスナハン（ＬＦ・

Brosnahan）副学長とラージ（UdayRaj）同

大学海洋資源研究所長が出席され，鹿大側から

レセプションにて

南海研だより

は石神兼文学長，柿本大壱水産学部長および岩

切成郎南海研センター長が出席した。また同夜

には鹿児島県と鹿大の共催によりサンロイヤル

・ホテルにてレセプションがおこなわれ，ＵＳ

Ｐ側のケストを中心に歓談の時がもたれた。

合意書の内容はつぎの通りである。

鹿児島大学と南太平洋大学との間における

海洋科学研究及び研修交流に閏する合意書

本合意書は，鹿児島大学と南太平洋大学との

間における南太平洋域に係る海洋科学研究及び、

研修交流を促進することを目的とする。

１．両大学は，海洋科学に関する下記の事項に

ついて協力する。

ａ、共同研究の推進

ｂ・教官及びポストグラデュエイトの交流

ｃ･セミナー又は研修の実施．

ｄ，学術情報の交換

２．合意害の実施細目は，鹿児島大学と南太平

洋大学間交流に関する附属覚書に記す。

３．両大学は，この合意害に基づく協力事項の

実施にあたっては，その都度協議するものと

する。

４．両大学は，相互の同意により，海洋科参学以

外の分野についても交流を行うことができる。

５．本合意書は，いずれかの大学が破棄通告を

した場合，６ヶ月後に消滅するものとする。

本合意書は，両大学の代表者が署名した日か

ら効力を有する。

昭和57年７月21日

〔ＵＳＰ側〕

南太平洋大学副学長Ｌ､FBrosnahan

南太平洋大学海洋資源研究所長ＵｄａｙＲａｊ

〔鹿大側〕

鹿児島大学長イ｢神兼文

鹿児島大学水産学部長柿本大壱

鹿児島大学南方海域研究岩切成郎
センター長事務取扱
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石津良昭教授上智大学に移られる

南海研センターの設立にあたり力をつくされ，

設立後はセンター協議会および運営小委員会委

員として活躍された石津良昭教養部教授（東南

アジア史専攻）は昭和57年10月１日付で本年４

月に新設された上智大学アジア文化研究所に転

出された。同教授を囲んで､９月２２日夕にはセン

ター運営小委員会主催による送別会をおこない

別れをおしんだ。石津教授は東南アジア史研究

の第１線の研究者として国際的に知られ，国内

外で精力的な研究活動をおこなわれている。代

表的な著作には『埋もれた文明：アンコール遺

跡』（日本テレビ，1981年，監修）『東南アジア

現代史ⅡＩ：ヴェトナム・カンボジア・ラオス』

(山川出版社，1977年，共著)，『古代カンボジア

史研究』（国書刊行会,1982年)がある他，多数

の論文を発表されている。海外での研究・調査

も活発におこなわれ，本年度も文部省海外科学

研究費により７月から９月上旬までビルマにお

（３）

いて現地調査をおこなわれた（その報告は本号

に掲載)｡石津教授の転出は南海研センターにと

って大きな痛手で､あるが，今後ともセンターの

研究活動など多方面にわたりご協力下さるとの

お約束をいただいた。新しい研究所での一層の

ご活躍をお祈りする次第である。

センター協議会。

運営小委員会委員の選出

センター協議会および運営小委員会委員で､あ

った石津良昭教授（教養部）の転出にともない，

同教授の後'圧のセンター協議会委員として小林

孝子教授（教育学部）が，運営小委員会委員と

して新田栄治助教授（教養部）が第９回センタ

ー教官会議（９月20日開催）で選出された。こ

れらの方々は昭和57年10月１日付で､それぞれの

委員に就任された。

｢南海研紀要』（３巻１号）刊行される

r南海研紀要』（３巻１号）に掲載されている論文はつぎの通り。

KuniolwATsuKI：FirstSupplement（Pteridophytes）ｔｏ駅TheListofPlantsCollected

fromPapuaNewGuineainl979”

ToshioＳＨＩＮ：SecondSupplement（Bryophytes）ｔｏ駅TheListofPIantsCollectedfrom
PapuaNewGuineainl979”

ToshihirolcHIKAwA：NoteonParticulateOrganicCarboninBermudaWaters

AkiraNAGAToMI：NotesonRachiceridae（Diptera）

ShozoHAYAsAKA，ToshioSAIsHo，YoshikoKAKINuMA，AkihikoSHINoMIYA，

KimihikoOKI，TakashiHAMADA，KazushigeTANABE，YasumitsuKANIE，

MutsuoHATToRI，FrederikVANDEVussE，LawtonALcALA，Paciente

A・CoRDERo,Ｊｒ.,ＪａｉｍｅＪ・CABRERAandRenatoGGARcIA：FieldStudyon

theHabitatofMzz戒/zzsintheEnvironsofCebuandNegroslslands，the

Philippines

西義郎：ネパールの一チベット・ビルマ語系言語一ガレ語の調査について

『南海研紀要』は現在，海外の大学・研究機

関等には合計195部送付されている。『紀要』の

送付は交換を原則としているので､，今後は海外

からの学術雑誌が順次センター図書室に加えら

れることになる。発送先のリストはセンターに

あるが，とくに発送を希望するところがあれば

センターまで､連絡のこと。



(4)

センター研究会。活動報告

本年５月からの南海研センターの定例研究会

活動は以下の通り（☆印の分は本号に発表要旨

を掲載)。

第８回（昭和57年５月31日）

1981年度インドネシア学術調査報告・東南アジ

ア辺地における生物生産体系と社会構造

「インドネシア。マドラ島における自然利用

型魚類の養殖」・平田八郎（水産）．

「インドネシアの漁携技術」

川村軍蔵（水産）☆

「ジャワの水産業」（8,,mフイルム上映）

片岡千賀之（水産）

第９回（昭和57年６月28日）

1981年度インドネシア学術調査報告。東南アジ

ア辺地における生物生産体系と社会構造．

「東部ジャワ，マドラおよびバリ島における

園芸生産」 小倉弘司（農）☆

「東部ジャワにおける作物栽培の知恵」

片山忠夫（農）☆

「東部ジャワ近辺の食品について」・

藤本滋生（農）☆

第10回（昭和57年７月12日）

「西部熱帯太平洋の海洋構造とその変動」

茶目正明（水産）☆

第11回（昭和57年９月14日）

《《EcologyandMarineResourcesofFiji”

Ｄｒ・ＵｄａｙＲａｊ（VisitingProfessor,Tohoku

University；Director，InstituteofMarine

Resources，TheUniversityoftheSouth

Pacific）☆

「フイジーにおける政治・社会構造」

高橋康正（群馬大学教養部教授）

第12回（昭和57年10月25日）

「人骨製の道具：オセアニアの事例」

小片丘彦（歯）

なお，１１月と12月の研究会は「オセアニア海域

における水陸総合学術調査」を実施中のため体

南海研だより

会とし，来年１月より再開する予定である。

昭和57年度特定研究の実施について

南海研センターの特定研究「オセアニア海域

における水陸総合学術調査」（ＮＡＶ'82)の今年

度実施計画の概要は以下の通りである。

本年度も昨年度にひきつづき南太平洋大学と

の共同調査として実施し，本学水産学部の調査

練習船かごしま丸（植田総一船長，1290トン）

を活用する。本特定研究は岩切成郎南海研セン

ター長が研究代表者としてプロジェクトの総括

にあたり，調査隊は片山忠夫農学部教授を隊長，

平田八郎水産学部教授を副隊長とし，センター

専任・兼務教官，学外教官，鹿大大学院生．研

究生，センター事務室主任およびかごしま丸の

植田総一船長以下11人を含む総勢50人からなる。

調査隊は自然(18人)，農業(６人)，水産(８人)，

社会．文化（８人）および医学（９人）の各班に

わかれて調査．研究をおこなう。学外教官は計

５人で､，京都大学，神戸大学，弘前大学および

国立民族学博物館の教官である。

かごしま丸は11月１０日に鹿児島港を出発し，

11月25日には昨年同様にフイジーの首都スバの

港に錨をおろす予定である。フイジーでの現地

調査をおえた後，かごしま丸は12月１日にスバ

港を発ち，１２月６日にはソロモン諸島ガダルカ

ナル島にある同国の首都ホニアラに入港する。

短期間ながらソロモンでも上陸および沿岸部の

調査をした後，１２月９日帰国の途につく予定で

ある。なお，帰路には東経１６０度線上を北上し，

赤道をはさんで洋上観測をおこなう。調査隊が

鹿児島へ帰着するのは12月21日の予定で，今回・

の調査の総日数は42日で､ある。

本特定研究の調査報告書は来年度初めまでに

南太平洋大学と共同で英文により刊行される。

（1982年10月30日記）
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第2次オセアニア調査隊出発する

第2次｢オセアニア海域における水陸総合学

術調査｣隊は水産学部調査･練習船かごしま丸

により, 11月10日午後2時に鹿児島港を出発し

た｡これに先だち11月8日夕方には大学本部2

階会議室で調査隊結団式が,また出港当日の午

後1時30分からは鹿児島港埠頭にて出港式がお

こなわれ,教職員,学生,家族の見守るなかを

かごしま丸はフィジーおよびソロモン諸島にむ

け出港した｡

岩切成郎南海研センター長と井上晃男センタ

ー教授は11月中旬空路フィジーに向かい調査活

動の準備をおこなう｡センター長の外国出張中,

センター長事務代理には早坂祥三理学部教授が,

またセンター拗議会委員長代行には雨宮淳三農

学部教授が発令されている｡

出　港　式

センター英文パンフレット

南海研センターの概要を紹介する英文のパン

フレットが作成された｡とくに海外の大学･研

究機関および研究者との交流のために用意され

たものだが,将来は英文による研究活動報告書

もあわせて刊行する予定である｡パンフレット

の希望者はセンターまで｡

(5)

センター所蔵図書

南海研センターでは南太平洋およびその周辺

地域に関する基礎的な資料･文献･地図類を収

集し,センターの図書室を充実させる計画であ

るが,現在までに備えつけられた主な図書類は

以下の通りである｡

1. OCEANIA (A Journal Devoted to

the Study of the Native Peoples of

Australia, New Guinea and the Islands

of the Pacific Ocean, published by the

University of Sydney)これは1930年から

刊行されており南太平洋地域研究関係の最

も重要な学術雑誌である｡バック･ナンバ

ーの入手は現在では非常に困難であるが,

センターでは全巻入手する予定で,その一

部はすでに所蔵している｡

2. THE PEOPLE OF THE PACIFIC :

The Anthropology of Polynesia and

Melanesia (太平洋諸島の住民:ポリネシ

アおよびメラネシア民族学研究叢書)これ

は全185点からなる復刻文献を集大成した

もので　すでにその半分近くは到着すみで

ある｡同地域の住民の民族誌を中心とした

ものだが,そのなかには住民の海とのかか

おり,伝統漁法や食習慣などの記述も含ま

れている｡

3. THE FIJI SOCIETY : Transactions

and Proceedings (Edited and Published

under the Authority of the Council of

the Fiji Society)これはフィジーを中心と

した人文･社会と自然科学の全分野の小論

文･エッセイをカバーしたものでVols. 1

-10を所蔵している｡

4.南太平洋大学のThe Institute of Pa-

cific Studiesとフィジーを中心としたThe

South Pacific Social Sciences Associ-

ationの出版物他｡

5.南太平洋および東南アジア島しょ部の地
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図一式（近日到着の予定）

６．南太平洋大学PacificCollection所蔵文

献リスト

以上の文献・資料はセンターに備えてあるの

でいつでもご利用いただけます。

〔第８回研究会発表要旨〕

インドネシアの漁携技術

川村軍蔵（水産）

文部省科研費（海外学術調査）の援助で，「東

南アジア辺地における生物生産体系と社会構造」

の現地調査をインドネシアのジャワ，マドラ，

バリ島で1981年６～８月に行った。筆者の担当

は漁携技術で，調査の興味の中心は，伝統的漁

携技術の効率評価とフィリピン，タイ，マレー

シア，台･湾および､日本のそれとの比較であった。

また，調査の途中で､，謎の多い魚であるサバヒ

ーの漁獲が確認されたので､，サバヒーの生活史

に関する筆者の仮説の検証も予定に加えた。調

査結果は総括報告書と南海研センター紀要に報

告される予定であるので，ここでは漁携技術の

概要のみを報告する。

調査地域の漁携技術は極めて非近代的で，舟

は小型で帆舟が主体である。動力化された舟で

も船外機が主体であるので，集魚灯は灯油ラン

プを使用している。零細な沿岸漁業を振興する

国策の１つとしてトロール漁業を禁止し，刺網

や旋網の普及に力を入れているが，一方では，

船舶の航行の障害になるという理由で固定式バ

ガンを禁止している。固定式バガンは海中に固

定した竹のやぐらから敷網を操業する漁法で，

極めて重要かつ効果的漁法である。沿岸漁民は

漁具の製作と運用の高水準の技術を持っている

にもかかわらず，独創的工夫の努力が少いため

か漁具の多様性に貧しい。淡水・汽水域での漁

携技術は伝統的なものではあるが高水準にあり，

将来の漁業振興は近海で進められるべきである。

南海研だより

そのために不可欠となる漁獲対雲象動物の漁業生

物学的知見の集積が貧しく，調査体勢も整って

いない。温・熱帯水域に最も適した漁法の１つ

である追い込み漁法は，調査地域ではサバヒー

仔魚採捕を目的としたもの以外は無かった。

以上が調査地域で得た筆者の印象であるが，

ここで，インドネシアにおける今後の漁業振興

策についていくつか提案したい。先づ，魚群探

知機の普及が最も急を要する。そのために，イ

ンドネシアで普及可能な安価で小型の魚群探知

機の開発を先進国が行わねばならず，今すぐに

でも可能なことである。第２は，インドネシア

漁民は伝統的に高度な集魚技術を持っている。

これと近代的漁法を組み合わせた技術革進が計

られるべきで，近代的漁法の直接導入は現地に

馴まない。これらの提案はインドネシアに限ら

ず，どの発展途上国にも共通すると信じる。

もう１つ，我々の側への提案をしたい。水産

に関して言えば，発展途上国では狭い分野の専

門家よりも幅広い知識と技術を持った人材が重

要である。留学生の指導を特定のｌ教官あるい

は１講座が行う現在の我々の方法を改め，既制

の学位にこだわることなく，複数の教官・講座

で担当する集団指導体勢を直ちに確立させるこ

とを提案する。

〔第９回研究会発表要旨〕

東部ジャワ及びバリ島に

おける園芸生産
小倉弘司（農）

東部ジャワ及び､バリ島は，南緯６。～８．の間

に位置し，日長は年間ほとんど変化なく，最高

平均気温30～32℃，最低平均気温24～25℃，降

雨量2,000mm前後の熱帯気象環境下にある。降

雨の大部分は11月～５月の間に集中し，６月～

10月の間は少なく，雨期と乾期か比較的鮮明に

分かれている。このため，園芸生産は雨の季節
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的変化によって大きな影響をうけている。

また，この地方には，Mohomeru山（3767ｍ，

マラン県)，Agung山（3142ｍ，バリ島）など

をはじめ，2000,,3000ｍを超える高山が林立

し，各地に高冷の山間地・台地あるいは盆地な

どが形成され，高冷地園芸に格好の場を提供し

ている。このことから，園芸生産は，地理的に，

平坦地における熱帯高温条件下での生産と，高

地における，高冷地条件下での生産が成立して

いる。さらに，栽培用地の面から，住居に隣接

した園地での生産と，畑ならびに乾田などの一

般農地での生産に類別できる。

平坦地では，主として熱帯，亜熱帯原産の園

芸作物と，耐暑性ならびに品質に改良が加えら

れた温帯産のそれらが適宜に栽培されている。

一方，海抜800～１０００ｍ前後の高冷地では，

高温条件下では生産困難な園芸作物，例えばリ

ンゴ，若干の柑橘，バレイショ，ニンジン，結

球ハクサイ，タマネギ，ニンニク，ハナヤサイ

などの温帯における主要作物が多数栽培されて

いる。これらのうち野菜は入念な手入れが行な

われており良品を産出しているが，リンゴ，柑

橘については，病害虫の害が甚しい上に肥培管

理も十分でないため生産物の品質は悪く，収量

も早急に研究・改善の要がある。

住居に隣接した園地では主として自給を目的

として，いろいろの園芸作物が，極めて小規模

に，窓意的に栽植・栽培されている。これらの

生産物は，時には地元市場にも出荷されるが，

根菜類を除いて品鯵質はよくない。

これに対し，畑あるいは乾田での園芸生産，

とくに野菜生産は，出荷販売を目的としたもの

であり，比較的広い面枝で，かなり集約的に栽

培され，Ｉ品質も良いものが多い。キュウリ，ス

イカ，カボチャ，キャベツ，トマト，オクラ，

トウガラシなどわが国でもなじみ深いものが多

い。キャベツ，結球ハクサイ，ハナヤサイなど

は，採種ならび､に品質の点から大部分が輸入種

子によるものである。このような生産は，スラ

（７）

バヤをはじめとする主要都市周辺地あるいは観

光，避暑地隣接の地で盛んで､ある。

東部ジャワにおける作物栽培の知恵

片山忠夫（農）

1981年６月から７月にかけて東部ジャワを主

な調査地域として農業の実態を調査した。農業

形態が未発達または開発途上にある地域では，

既に開発が進んだ地域とどのような違いがある

か，またその地域では漁業生産も含めて如何に

して食糧を確保しているのか，更に今後どのよ

うに対応すべきかなどを中部ジャワやバリ島と

対比しながら勉強するのが主眼であった。東部

ジャワ州は７県より成り，その一つであるマド

ラ島に重点を置いた。

マドラ島を他の６県と対比した場合，第一の

特徴は水稲の生産が相対･的に少なく逆に董類や

キャッサバの生産比率が高く，また乾期作水稲

が希である事である。これは生産基盤の未整備
スイモン

もさることながら，水文関係の未発達ｶﾞ，長い

歴史を持ちながらも未だに不十分な点がその主

因である。島全体としては生産比率の順に，キ

ャッサバ，トウモロコシ，水稲，董類，甘藷を

主作目と見なされている。これらの作付と収獲

で農家が働く時間は年間を通して大差が無い事

も大きな特徴と言えよう。

短い調査期間中に，食用作物と工芸作物を含

めて少くとも64種類の作物が栽培中であった。

その多くは生育期間が180日以内であることか

らみて，他の季節に調査を行えば，更に多くの

作物と面会出来るで､あろう。従って，作物体系

が多様であると同時に食事を含めた生活体系に

も多様性が存在する事が十分うかがえよう。

農作業の慣行には，他の東南アジア地域でも

しばしばみられる下記の工夫が現地の環境条件

によく一致して定着している。リレー作物(＝Ａ

作物とＢ作物栽培の間のわずかな期間に生育期
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間の極めて短いＣ作物を栽培する)，交互作(＝

２種類以上の作物栽培を同一圃場に畦や溝を交

互に利用する)，混合作(＝２種類以上の作物を

混ぜて栽培する)，支柱作(＝Ｄ作物を支柱とし

てＥ作物が巻き上がる)，被覆作(＝Ｆ作物の初

期または全生育期間をＧ作物が被覆して過度の

日射を加減する)，開懇(＝未利用荒地を耕地化

する場合,、それぞれの地域に適合した作物を選

定する)，水田漁業(＝水稲作と漁業生産を同一

圃場で行う）など多種多様の組み合せが確実に

行われている。

以上の調査結果は次のように要約することが

出来る。東部ジャワ州，特にマドラ島にはなお

古くから引き継がれてきた伝統的農学技術・慣

行が残っており且保持されている。そのような

現状に近代的作物・品種・技術がわずかづつ導

入され普及されつつある。しかし多様な自然・

人為環境下では，急激な技術変革は確実な食稚

生産には貢献し得ない。伝統的技術をある程度

維持する努力をしてこそ，完全飢餓から逃れら

れるのであり，現にそれが実施されている。イ

ンドネシアには，“多様性の中の纏り”という話

がある。技術開発を志向する者が，もう一度噛

締めるべき名言である。

東部ジャワ近辺の食品について

藤本滋生（農）

インドネシアは，もともと異なった言語や文

化慣習を持つ多くの民族の集まりであり，また

古くから中国とインド，さらにはオランダなど

の文化の影響をそれぞれ強く受け,‘これらが混

然となった独特の文化が育っている。このこと

は，インドネシアの多様な食品にもよく反映さ

れているように思われる。

東部ジャワ近辺においては米が主食であり，

白飯（ナシプチ）に副食物をのせ，まぜ合わせ

ながら食べるのが基本的な食事の様式になって

南海研だより

いる。そして副食物としては，わが国と同様に

豆腐（ターフ)，納豆（テンペ)，醤油（ケチャ

ップ)，もやし（タウケ)などの大豆製品が発達

し，また主要な蛋白質源を魚にあおぐなど，共

通した点も多い。それにもかかわらずインドネ

シア料理は，味覚的にはむしろ異質なものに感

じられる。この原因は第一に香辛料室の多用，と

くにトウガラシを主体にした強烈な辛さであり，

加えてココナツは噌好の点からみれば最も重要

な食品であるといえる。磨りおろした旺乳は多

くの料理や菓子の素材であるほか様々な食品に

そのまま振りかけて食べる。またこれに水を加

えて搾りだしたココナツミルクは煮物やスープ

のベースであり，飯も炊き，シラップやソース

類を作る。さらにこれを煮沸してとれるココナ

ツ油は，インドネシアの最重要の食用油で，イ

ンドネシアには油を使った料理や菓子類がきわ

めて多い。かくてほとんどあらゆる食品にココ

ナツの香味が付加されている。

インドネシアの人々は，正規の食事以外に間

食を盛んにとる習慣があり，これが食生活の上

で重要な位置を占めているように思われる。バ

ナナやマンゴーなどの果物，種々のちまき類，

粥やぜんざいのような汁物，麺類など，，多彩な

間食用の軽食品が市場をにぎわしているが，と

くに菓子に類するものが最も多くみられる。な

かでも，米と砂糖とココナツの組み合せになる

甘くて腹持ちのよい生菓子が最も好まれている。

インドネシアには古くからサゴi殿粉が流通し，

キャッサバからも保存を兼ねて澱粉が採られて

きた。したがって澱粉を使った食品もまた豊富

にみられる。たとえばi殿粉を球状に固めたパー

ル(ビジデリマ)，エビや魚肉を混ぜた揚げせん

くい(クルプ)，リョウトウやアレンガ澱粉で作

るプディング(フンクエ),、わが国のういろうと

同様の蒸菓子(ラピス)，などがその代表である。
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〔第10回研究会発表要旨〕

西部熱帯太平洋の

海洋構造とその変動

茶目正明（水産）

西部熱帯太平洋とは,南海研センターが主研究

域として取上げているMicronesia，Melanesia

の海域に相当する。海洋学的には黒潮の発源域

に近い海域，南北赤道海流の終着と南北赤道反

流，赤道潜流の発源海域，気象学的には台風，

サイクロンの発生海域，水産学的には我が国の

南方カツオ・マグロの主漁場海域で､ある。私は

幾たびとなくこの海域を航海した。この荘洋た

る大洋にも季節的な変化，時として異常とも思

える変化がある。この大洋に点在する島々の人

達は，おそらく海の状態の変化を身をもって体

験していることであろう。この海域の海の状態

の変化を知ることは，取りも直さず上に掲げた

海流の変化を知ることで､ある。

海流の速度，流量を求めるためには，海流を

横断する線上で水温，塩分を観測して地衡流を

算出する方法がとられる。しかしながら，この

方法を用いて海流の変化を知り得るほど資料は

蓄積されていない。地衡流の方法になるべくか

なうものとして，水温と島々で得られる水位記

録がある。水温と水位記録を用いることができ

る理屈は，熱帯海域が表層の暖い海水とその下

（９）

の冷めたい海水の二層構造をなしているからで

ある。二層間の境界を水温躍層と呼んでいる。

暖い水が増すことは水位が上昇し，躍層を押し

下げることになる。反対に暖い水が少なくなる

と水位は下降し，躍層は上昇する。海流を横断

する両端で水位か躍層の深さが分かれば海面傾

斜のおおよその程度を知ることが可能である。

海流の強弱は海面傾斜の大小に依存するからで

ある。

水温躍層の傾斜から，西端海域での北赤道海

流と北赤道反流には冬～春期に勢力が増し，夏

～秋期に弱くなる季節変化が認められた。年々

の変化を調べてゆくと２年おきぐらいに海流の

勢力が強くなる傾向が認められるが，その原因

はまだ確かめられない。南赤道海流，南赤道反

流についてはまだまだ資料不足で不明な点が多

い。異常に南北赤道海流が強くなり西端海域に

海水が堆積することがある。近年では1972年と

1976年に起った。トラック島の水位記録をみる

と平年値より２５ｃｍも水位が上昇している。これ

は強い貿易風の連吹に起因している。貿易風が

弱まると，堆積していた海水は躍層に大きな波

動を引き起す。その波動は赤道一帯を東へ進み

南米エクアドル，ペルー沿岸に達し，同海域に

暖水の堆積をもたらす。このような海の状態の

激変によりペルーのカタクチイワシ漁は壊滅的

打撃を受けた。これは我が国の食糧事情にも影

響を及ぼした。

〔第１１回研究会発表要旨〕

EcologyandMarineResourcesofFiji

（AnAbstract）
Ｄｒ、ＵｄａｙＲａｊ

・VisitingProfessor，TohokuUniversity

Director，InstituteofMarineResources

TheUniversityoftheSouthPacific

FijiGroupconsistsofnumerousislandsandisletswhicharemainlyvolcanicorlimestone

inorigin。TheseislandslocatedinthecyclonebeltofthetropicalSouthPacificＯｃｅａｎａｒｅ
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also influenced by the South East Trade Winds. The larger volcanic islands have rich

rainforests and moderately large rivers or streams, and the coastal vegetation is dominated

by mangroves. Flora of the smaller low-lying islands is somewhat reminescent of atolls but
true atolls are non-existent in Fiji.

The maritime regime of Fiji islands is dominated by coral reefs, lagoons, mangrove flats

and some seagrass beds. Deep bays and harbours are also present. Extremely rich barrier

reefs, fringing reefs and patch reefs abound throughout the extensive group of islands. The

outer reef slopes are steep with no continental slope-like gradients. Several underwater ridges

and seamounts, with rich marine life around them, are present in territorial waters.

Practically all edible marine species from reefs, lagoons and mangroves are utilized for

subsistence food. Amongst the most popular finfishes consumed are Mugilidae, Mullidae,

Siganidae, Leiognathidae, Carangidae, Lutjanidae, Serranidae, Lethrinidae, Acanthuridae,

Labridae, Chaetodontidae, Scaridae, Sphyraenidae, Scombridae, Clupeidae, Dussumieriidae and

Hemirhamphidae, Chelonia mydas and Eretmochelys imbricata (marine turtles) are also widely

utilized. Many Echinoderms, Crustaceans, Molluscs, Sipunculids, and an Annelid and a

Brachiopod are commonly eaten. Amongst the seaweeds only Caulerpa racemosa, Hypea sp.

and Gracillaria sp. are locally consumed. The local fishery is poorly organized. The major

constraints are in handling and transportation of catch, in good condition, from outer islands

to the municipal markets. The art of presentation of fish to consumer is lacking. Never

theless, fish are abundant in outer islands and remote reef and lagoon areas of Fiji.

A commercial skipjack tuna fishery, including a cannery exists. The supply of fish to the

cannery is dependent on a local fleets of live bait and pole fishing vessels and chartered vessels

using similar technique, longline and small scale purse seining. Recent surveys of tune indicate
vast unexploited stocks around Fiji, hitherto the biggest known commercial marine resource.

Further development of tuna industry is dependent on availability of markets for export at

competitive and economic prices to match the ever increasing capital and operational costs

of vessels. Beche-der-mer, trochus shells for button industry and mother of pearl shells rep
resent smaller commercial exports. Aquaculture is undeveloped although several experiments
on growing prawns, mussels, oysters have been carried out and some still continuing. Choice
of right species and production at competitive and economic costs will decide the future of

any possible aquaculture industry in Fiji.

Initial surveys of outer reef slopes, underwater ridges and seamounts have indicated rich
pelagic tunas and many demersal finfishes and carid prawns. These hold potential for develop

ment of non-tuna fisheries as well. Commercial exploitation of these potential fisheries will

face same problems of marketability and economics of export as the tuna industry. The ex
tent of these resources are still to be evaluated.

Other prospects for marine resources development in Fiji include undersea minerals and

hydrocarbons, marine natural products for pharmaceutics, harnessing ocean thermal energy and
seawave energy. In many ways the "true" marine resources of Fiji remain unknown, to a

large extent.
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〔現地調査報告〕

ビルマ学術調査一鹿児島

大学とビルマ研究

石崖良昭（現上智大学アジア文化研究所教授）

昭和57年度文部省科研費（海外学術調査）に

よる「下ビルマにおけるビルマ人社会の形成に

関する研究(予備調査)」は，イラワジ川デルタ

地帯およびラングーン・ペグー地域の形成史を

先住民のモン人と南下してきたビルマ人との接

触・同化過程および柚民地経済の展開という２

側面から捉え直し，下ビルマの村落の社会・経

済構造の実態を調査・把握し，ビルマ人固有の

伝統。文化がどのように変容していったかを明

らかにする調査研究である。

１．研究組織

研究代表者：石沢良昭（当時鹿大教養部教

授)，分担者：斉藤照子（東京外大講師）・田

村克己（金沢大助教授）

２．調査内容

調査期間：

昭和57年７月１７日～８月６日

ラングーン・ペグー

８月７日～８月９日

バセイン

８月１１日～８月１６日

マンダレイ・チャウセ

８月１６日～８月１９日

パガン

８月２０日～９月３日

ラングーン・ペグー

３．ビルマ側の受入れ協力状況および､反響

今回のビルマ学術調査は，外交ルートを通

じビルマ政府教育省高等教育局との交渉の結

果，ビルマ政府の閣議の了承をえて調査許可

を取得した。高等教育局は事前に日程・関係

機関。大学・研究所等と連絡をとり，スケジ

ュールを調整し，ラングーンに到着した時に

（11）

はすでに日程および訪問先が決まっていた。

滞緬５０日間を通じ，大学など１８カ所の研究．

関係機関を訪問し，首脳陣をはじめ研究者．

担当者と時間の許す限り面接・ディスカッシ

ョンを行ない，交流を深めることができた。

そうした有意義な討論会.現地調査.訪問等を

通じて，面会した研究者・関係者は約２５０人

にも及び，世代の交替の著しいビルマ側研究

者，特に人文・社会系の新しいスタッフおよ

びその専門分野を知ることができた。同時に

ビルマ側研究者の問題意識・研究内容と成果

等を知ることができたし，日本におけるビル

マ研究の現状と研究成果等をも伝達すること

ができた。

一例を挙げるならば，８月１５日付ビルマ語

２大新聞に鹿大学術調査隊のことが写真入り

で､掲載され，ビルマ側の関心の深さが示され

た。
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